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　　　　　　　　　　　　　花　山　だ　よ　り

　昨年12月28日頃から10日黙許り，花山の人々も大部分二巴して，僅か2．3人が留

守居をしたのですが，山本先生は大攣御精勤で，元旦はもとより，正月の休みに

も殆んど，すっと山へ來られてるました．

　今年は雪が多いと言ふ話でしたが實際多く，先月の13日が初雪で今月（1月）に

入ってからも10日に降ったのが数日清えす，16日のが未だ消えなv・内に19日に大

雪となり，花山の定期Busがオ1マ1谷で立往生して了つた程です．併し山の連
中はなかなか元氣で，小山先生のスキ【を借りて，大いに滑ったり傳んだり，汗み

どろになってスキ1の練習をしました．此の時の雪は未だに解けす，自働車の轍
の跡はカンカンに凍って，L山人一｝は之に滑って宙返へりをした程です．其の後も

屡々小雪があり，途に24日夕刻，宿舎便所の水洗用愚管が氷結のため破裂して，

洪水となり，大騒ぎを演じました，

　1月25日に本年最初の談話會が圓書室で開かれました．此の日は山本先生が攣光

星の各素論の分布の割合に就いての御研究を獲表されました．

　我東亜天文協會事務室は，昨年暮から花山へ移轄を開始してゐましたが，22日を

以てすっかり移醇完了し，目下整理に大多忙の様子です．　（1934，1，31・）星見山人

　　　　　　　　　　　　　逃れは不思議な因縁！

　三十長山本一清博士の御宅の眞正面に當る京都市寺町今幽川下る西入眞如堂突抜町

百三十五番地の一へ今回京都激雷會により左記の史蹟が標示せられた・

　　　　　　　　　　『購從五位　山本鴻堂之奮邸」

山本鴻堂，名は復一，本草家贈正五位山本　i復一の起草になるものとす．斯くして戊

亡羊の孫なり．幼にして本草學を修め，叉［辰の役起るに及び朝廷軍資金に乏しも

弘く和漢破籍を翻し，画帳ず・嘉i公をま輪軸宇田淵艸髄等をして富豪
　　　　　　　　　　　　　　　　　iを読面し，金鍛調達の事に盤力せしむ・永六年帰艦浦賀に來航するや，復一痛く

之を憂ひ，筆硯を捨て場曲用の門下生な

る田中河内介牙家里楽斤メく良β等と事を謀り，

四方の有志等と深く交窮名聲漸く同志
間に聞ゆ．慶慮三年末，山中静逸復一が野

望に來訪し，岩倉公の内旨を傳ふ．復一，

公を好物なりと卜し，Ilt中は岩倉公を不

出世の豪傑なり公に非ざれば到底維新の

大事業は出山ぬと論じ途ひF’C復一一は山　1調査掛附厩となり

中と同噛して岩倉邸に赴き，f｛Ktこ：ttし時i

事談を嬉し，初めて公の大人物たるを識

り，其日より岩倉邸に止宿す．買時岩倉邸

に出入せる志士は玉松眞弘北島秀朝香川

敬三二二静逸宇田淵原保太郎大橋愼三三

宮義胤樹下茂國藤井九成等撒名なり．慶

懸三年十二月王政復古の大令下降して，

新政府未だ確立せず，百般の事皆公の門

より出づ．當時の布告布達命令の多くは

時に復一近江知恩院其他各藩より正金を

募り，是を岩倉邸に輸冒し紙幣と引換へ，

正金を會計局に廻はし，軍資を供給し，大

に功績を墨ぐ．次いで明治四年十一月岩

倉公に随ひ欧米巡遊の途に就き，以後復：

一は公と進退を共にし，大政輔弼の事業

1・c心擁す．公の麗去後は孝明天皇御事蹟

　　　　　　　　明治二十七以下，月職
を霞辛し，京都に蹄り，專ら明治中興史逸事

を蒐集するに努め，晩年は愛宕憩杜の吐

司となり，明治四十五年一一月維新史料編

纂會委員となりしが，同年四月病に罹り，

京都に婦り，療養申其効なく，同七月四日

病残す・年七十三因みに鴻堂未亡人及嗣

子獣夫氏は中筋石藥師下るに現住，獣夫

性猫介未だ婁らず・只管老親に仕へ余
暇鴻堂偉業の整理に從ふ・隠者の感あり．


